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9. 研究実績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。) 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 
     だけ分かりやすく記述すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等 
       は記載しないこと。 

包括的遺伝子発現データやタンパク質活性時系列など、少ない量のデータからでも、安定した解析を

可能とするような、情報統計力学的手法の開発を目的とする。特に階層モデルに基づくベイズ統計を

用いた手法の開発を行う。 

１．階層モデルに基づく遺伝子選択法 

これまでの遺伝子選択法は、遺伝子ごとに別々の仮説検定を行うものと、遺伝子間が独立であること

を仮定して全部まとめて仮説検定を行うもののいずれかが主流であった。遺伝子の発現モデルに階層

性を導入し、遺伝子間でパラメータや隠れ変数（ラベル）などの情報を共有しながら、多重検定を行

う手法を開発し、またこの手法と既存の local FDR 法などとの関連を議論した。 

２．誤り訂正出力符号に基づく多値判別法 

誤り訂正出力符号に基づき、複数の弱い二値判別器の統合からでも安定した判別を行う手法を開発し

た (Yukinawa, et al., 2007)。復号器を確率モデル化し、モデル同定を行うことで、事後確率最大

化復号を可能とする枠組みを導出した(Takenouchi and Ishii, 2007)。 

３．ベイズ的超解像法 

画像の事前知識、あるいはノイズ混入過程に階層性を仮定した場合の、ベイズ的超解像法を開発し、

自然画像に適用した。これまでの類似の手法よりも優れた結果を得た(Kanemura, et al., 2007)。タ

ンパク質活性時系列変化を追うことのできる画像処理法を開発した(Tsukada et al., 2007)。 
※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
 

10. キーワード 
  (1) ベイズ推定              (2) 階層モデル推定               (3) バイオインフォマティクス      

  (4) 統計力学                    (5) タンパク質                   (6) 仮説検定              

  (7) 多値判別                    (8)                                           (裏面に続く) 
 



 

 

11.研究発表（平成１９年度の研究成果） 
 〔雑誌論文〕 計（４）件  

著 者 名 論  文  標  題 

Y.Yukinawa Combining multiple decisions: applications to bioinformatics 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Journal of Physics, Conference Series 有 95 2 0 0 8 12-18 

 
著 者 名 論  文  標  題 

A.Kanemura Edge-preserving Bayesian image superresolution based on compound 
Markov random fields 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Artificial Neural Networks - ICANN 2007, Lecture 
Notes in Computer Science 有 4669 2 0 0 7 II-611-620 

 
著 者 名 論  文  標  題 

J.Hirayama Markov and semi-Markov switching of source appearances for 
non-stationary independent component analysis 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

IEEE Transactions on Neural Networks 有 18(5) 2 0 0 7 1326-1342 

 
著 者 名 論  文  標  題 

A.Tanabe Parameter estimation for von Mises-Fisher distributions 

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

Computational Statistics 有 22(1) 2 0 0 7 145-157 

 
 〔学会発表〕計（１４）件  

発 表 者 名 発  表  標  題 

M.Furuya Collaborative filtering based on a weighted maximum margin matrix 
factorization 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
Thirteenth International Symposium on Artificial 
Life and Robotics 2008年1月31日 Beppu, Japan 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

K.Sodebayashi Two-way factor analysis for missing value estimation of matrix data 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
Thirteenth International Symposium on Artificial 
Life and Robotics 2008年1月31日 Beppu, Japan 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

H.Nomura Re-weighted ODP for differential gene expression analysis 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
Thirteenth International Symposium on Artificial 
Life and Robotics 2008年1月31日 Beppu, Japan 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

S.Oba Heterogeneous component analysis 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

Neural Information Processing Systems 2007年12月3日 Vancouver, Canada 

 
 



 

 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

T.Takenouchi A multi-class classification with a probabilistic localized decoder 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
IEEE International Symposium on Signal Processing 
and Information Technology 2007年12月15日 Cairo, Egypt 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

S.Maeda Image superresolution under spatially structured noise 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
IEEE International Symposium on Signal Processing 
and Information Technology 2007年12月15日 Cairo, Egypt 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

Y.Tsukada Quantitative morphodynamic analysis of time-lapse imaging by edge 
evolution tracking 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
International Conference on Neural Information 
Processing 2007年11月13日 Kitakyushu, Japan. 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

S.Maeda Optimization of parametric companding function for an efficient coding 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
International Conference on Neural Information 
Processing 2007年11月13日 Kitakyushu, Japan. 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

S.Ishii Combining multiple decisions: applications to bioinformatics 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
The International Workshop on 
Statistical-Mechanical Informatics 2007年9月13日 Kyoto, Japan 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

S.Maeda Convergence analysis of the EM algorithm and joint minimization of free 
energy 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
IEEE Machine Learning for Signal Processing 
Workshop 2007年8月27日 Thessaloniki, Greece 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

A.Kanemura Hyperparameter estimation in Bayesian image superresolution with a 
compound Markov random field prior 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
IEEE Machine Learning for Signal Processing 
Workshop 2007年8月27日 Thessaloniki, Greece 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

M.Ihara Estimation of the source-filter model using temporal dynamics 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

International Joint Conference on Neural Networks 2007年8月12日 Orlando, USA 

 



 

 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

S.Osaga A probabilistic model of MOSAIC 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
IEEE Symposium on Foundations of Computational 
Intelligence 2007年4月1日 Hawaii, USA 

 
発 表 者 名 発  表  標  題 

T.Takenouchi Multiclass classification as a decoding problem 

学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 
IEEE Symposium on Foundations of Computational 
Intelligence 2007年4月1日 Hawaii, USA 

 
 〔図 書〕 計（１）件 

著 者 名 出 版 社 

石井 信 東京電機大学出版局 

書  名 発 行 年 総ページ数 

統計数理は隠された未来をあらわにする, 分担執筆(2章, pp.33-55) 2 0 0 7 136 

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（０）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（０）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


